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１章
塗料・仕上塗材の定義

１-① 塗料・仕上塗材の定義

○塗料と仕上塗材

仕上塗材と一般塗料との大きな相違は、一般塗料の膜厚が数
10㎛であるのに対して、仕上塗材は膜厚が数㎜～10㎜程度にな
り、造形的な模様を持っていることである。

仕上塗材塗料

数㎜～数十㎛膜厚

ＪＩＳ Ａ ６９０９ＪＩＳ Ｋ ５ＸＸＸ材料の品質規格

ＪＡＳＳ １５ 左官工事
ＪＡＳＳ ２３ 吹付け工事

ＪＡＳＳ １８ 塗装工事
建築学会

標準工事仕様区分
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仕上塗材

塗料

仕上塗材の上塗材も塗料

・日本建築仕上材工業会
仕上材製造業の集まり 略して「NSK」
（Japan Building Coating Materials Association）

・特定非営利活動法人 湿式仕上技術センター
（NPO法人湿式仕上技術センター）

・一般社団法人 日本左官業組合連合会
左官業者の集まり 略して「日左連」

・日本外壁仕上業協同組合連合会
仕上工事を施工する企業の集まり 略して「NGS」
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仕上材関係の主な業界団体
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・一般社団法人 日本塗料工業会
塗料製造業（塗料を作る）の集まり 略して「日塗工」
JPMA（ Japan Paint Manufacturers Association）

・日本塗料商業組合
塗料販売業（塗料を売る）の集まり 略して「日塗商」

・一般社団法人 日本塗装工業会
塗装業者（塗料を塗る）の集まり 略して「日塗装」
JPCA（Japan Painting Contractors Association）

7

この３団体で 製・販・装 ということが多く
連携で業界の普及啓発を行っている

塗料関係の主な業界団体 １-① 塗料・仕上塗材の定義

○塗料の歴史と変遷
１８世紀

寺院 宮殿 芸術品

鉛白 鉛丹
弁柄（酸化鉄）
朱（硫化水銀）

ニカワ・漆
アマニ油・荏油・桐

油など

現代塗料の原形

１９世紀

船舶 洋館

国内塗料工業の開始

亜鉛華

ボイル油
調合ペイント

２０世紀

塗料技術の進歩

車両～建築物

酸化チタン

ﾆﾄﾛｾﾙﾛｰｽﾗｯｶｰ
アルキド樹脂

他各種樹脂開発

２１世紀

塗料技術の発展

各産業への貢献

高耐候酸化チタン

無機系塗料

１-① 塗料・仕上塗材の定義

昭和初期
元年～20年

昭和中期
20年～40年

昭和後期
昭和40年～

フタル酸樹脂塗料 エポキシ樹脂塗料

ラッカー塗料 エマルション塗料

ふっ素樹脂塗料

ＮＡＤ形塗料

セメントリシン全盛

昭和中期
20年～40年

昭和後期
昭和40年～

マスチック塗材

複層弾性塗材スキン類（石材調）

単層弾性塗材

セメントスタッコ
アクリルリシン・複層塗材Ｅ・ＲＥ・ＲＳ

建
築
用

外
壁
用

１-① 塗料・仕上塗材の定義

鋼構造物用耐候性塗料

建築用耐候性上塗り塗料

屋根用高日射反射率塗料

抗菌・抗ウイルス塗料

平成 令和

有機・無機ハイブリッド上塗材

珪藻土塗料
調湿系内装仕上塗材

微弾性フィラー

弱溶剤系上塗材

可とう形改修仕上塗材

建
築
用

外
壁
用

平成 令和

サイディングボード用改修クリヤー

光触媒塗料

耐汚染、汚染除去塗料

低汚染性上塗材 石材調仕上塗材

CO2排出量
削減対策に
寄与する仕

上塗材

２章
塗料・仕上塗材の役割

塗料・仕上塗材は塗装されて、初めてその役割を果たす。
塗装してできた膜を塗膜と呼び、主な役割は以下の3つである。

被塗物の保護

物を周囲の環境から保護し、長持ちさせる。

被塗物の美観付与

色、艶、滑らかさ、模様など仕上がり効果を与え快適な
生活とデザイン（外観要素）を与える。

被塗物への機能付与

被塗物に、特別な機能を与えることにより、物の価値を

高める。

２-① 塗料・仕上塗材の役割
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２-① 塗料・仕上塗材の役割

塗膜で、劣化要因から素地(コンクリート・金属部分等) を保護

塗膜がはがれ落ち
サビの発生事例

塗膜保護のないコンクリート
の滑落事例

鉄、コンクリート、プラスチック、
木材などは、光熱、水、塩分など
環境要因により劣化

素材に塗料を塗ることで環境因子
から素材を保護

○保護機能○

２-① 塗料・仕上塗材の役割

定期的な塗り替え、補修によ
り、素材を長持ちさせること
が可能

省資源、環境保全にも役立つ

○保護機能○

２-① 塗料・仕上塗材の役割

色彩、光沢、模様による外観の向上
個性的なデザインによる付加価値（商品価値）の向上
周辺環境とのカラーコーディネートによる景観の向上

インテリア、自動車、建築物、工業機械など

生活環境のあらゆるもの

○美観付与○

２-② 塗料・仕上塗材の役割

出典： 日本の塗料工業 （一社）日本塗料工業会

TWILIGHT EXPRESS（JR西日本）

平等院（京都）

武蔵野の森総合スポーツセンター
（東京都）

２-② 塗料・仕上塗材の役割

○美観付与○

防錆・分解消臭・光触媒 等化学的機能

低汚染・調湿 等物理的機能

防かび防藻・抗菌・防虫 等生物的機能

遮熱・耐熱・耐火 等熱的機能

蓄光・蛍光・偏光 等光学的機能

導電性・帯電防止・電磁波シールド 等電気的機能

防音・制振 等その他機能

○機能付与○

２-③ 塗料・仕上塗材の役割
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光触媒のメカニズム

２-③ 化学的機能（光触媒）
光のエネルギーを使って働く触媒のこと

・環境を汚染する物質や悪臭の除去
・汚れの防止
・光触媒･･･ZnＯ、TiＯ2、WＯ3などがある。

普通は光触媒といえば二酸化チタン（TiＯ2）

汚染物質
窒素酸化物 NOx
硫黄酸化物 SOx
アセトアルデヒド（タバコ臭も含む）
悪臭源
アンモニア（トイレ・動物小屋）
硫化水素（腐卵臭）
メチルメルカプタン（にんにく臭）

有機物

２-③ 化学的機能（光触媒）

都市型汚れの汚染物質は親油性

雨水

汚れ

親水性塗膜

①

③
②

④

雨水

汚れ

親油性塗膜

①

③
②

④

－Si－ Si－ Si －

OH OH OH親水基

O O O

塗膜表面の親水構造

２-③ 物理的機能（低汚染）

26

1-47

２-③ 物理的機能（低汚染）

27

1-48

２-③ 物理的機能（低汚染）

28

２-③ 物理的機能（低汚染）
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２-③ 物理的機能（低汚染）

・雨筋汚染暴露試験

６か月後の結果

防藻試験方法
寒天上の中央に試験片を乗
せ、試験片上に供試菌の懸濁
液を浸透させた滅菌済のペー
パーディスクを一定の個数置
く。25±1℃の陽光定温培養
器中で28日間培養後試験片
上の藻の発生を調査する。

防カビ試験方法
JIS Z 2911に準じる試験方法。
※試験片を平培養器に中央
に張り付け、カビの混合胞子
懸濁液を均一にふりかけ、
28±2℃で1週間培養する。

一般塗料 防かび防藻塗料

２-③ 生物的機能（防カビ防藻）

２-③ 生物的機能（防カビ）

4週間後3週間後2週間後1週間後Blank

－－－－－防カビ付与塗料

±±－－－一般塗料

+++++++++＋－ﾌﾞﾗﾝｸ(濾紙)

判定
－： 試料面にカビの生育が全く認められない。

±： 試料面にカビの生育がごくわずか認められるもの。

＋： 試料面の1/3以下にカビの生育が認められるもの。

＋＋： 試料面の2/3以下にカビの生育が認められるもの。

＋＋＋： 試料面の2/3以上にカビの生育が認められるもの。

カビ抵抗試験結果（シャーレ試験）

２-③ 生物的機能（防藻）

4週間後3週間後2週間後1週間後Blank

－－－－－防藻付与塗料

++++＋±－一般塗料

+++++++++＋－ﾌﾞﾗﾝｸ(濾紙)

判定
－： 試料面に藻の生育が全く認められない。

±： 試料面に藻の生育がごくわずか認められるもの。

＋： 試料面の1/3以下に藻の生育が認められるもの。

＋＋： 試料面の2/3以下に藻の生育が認められるもの。

＋＋＋： 試料面の2/3以上に藻の生育が認められるもの。

藻抵抗試験結果（シャーレ試験）

２-③ 生物的機能（防腐・防虫）

木材防腐防虫塗料を

使用した建物

木のくされ試験

防カビ試験

遮熱塗料（高日射反射率塗料）の原理

２-③ 熱的機能（遮熱）

一般塗料 高反射率塗料
濃い色（黒・茶など）でも熱を反射

屋外

基材
（トタンなど）

室内室内温度が
上昇する

近赤外線を選択的に反射近赤外線により基材が加熱
され室内に熱が到達する

赤外線

屋外

室内
外の熱を
カット

赤外線

近赤外線
反射顔料配合
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２-③ 熱的機能（遮熱）

近赤外線を
下塗り白塗料でも反射
（二重構造で反射!）

下塗り白色塗料

更に!

高反射率塗料

基材
（トタンなど）

屋外

室内
外の熱を
カット

赤外線
一部透過した
近赤外線

近赤外線
反射顔料配合

白色の反射を組み合わせた原理

32

写真 西面サーモグラフ結果
右：高日射反射率塗料
左：一般塗料 １４：１８測定

写真 実写真

一般塗料 高日射反射率塗料

一般塗料 高日射反射率塗料

５４

光エネルギーを蓄えて少しずつ光を放射する塗料

蓄光顔料が光を浴びると

蓄光塗料はその名の通
り、光を蓄える塗料。

数秒で満タン！

光を当て始めてから数秒
でエネルギ―満タンにな
る。

りん光

蓄えたエネルギーを放出す
る。これを燐光という。

２-③ 光学的機能（蓄光塗料） ２-③ 光学的機能（偏光性塗料）

偏光性塗料を使用した自動車

（見る角度により色が変わる。）

引用文献 日本の塗料工業／
日本塗料工業会

３章
塗料・仕上塗材の用途

３-① 塗料・仕上塗材の用途

・塗料や仕上塗材は身の回りの様々な分野で使われ
ている機能性材料である。
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３-① 塗料・仕上塗材の用途

・建物（建築資材等も含む）が塗料需要で最も比率
が高い。

壁

塀

屋根樋

柵

扉

軒

塗装部位の種類も多く、様々な種類の塗料や仕上塗材がある

４章
塗料・仕上塗材の構成

４-① 塗料・仕上塗材の構成

塗料

塗膜成分
（不揮発分）

非塗膜成分
（揮発成分）

顔 料

樹 脂

添加剤

溶媒

ｸﾘﾔｰ

ｴ

ﾅ

ﾒ

ﾙ

４-② 塗膜になる成分 顔料

顔 料
・塗料に色を着ける 塗膜に厚みを持たせる
・付加機能を付ける

■着色顔料

酸化チタン・亜鉛華・カーボンブラック・ベンガラ・黄土・シアニンブルー・シアニン

グリーンなど

■体質顔料

炭酸カルシウム・クレー・タルク・硫酸バリウム・シリカなど

■さび止め顔料

亜鉛末・りん酸亜鉛・りん酸アルミニウム・モリブデン酸亜鉛・

MIO（雲母状酸化鉄）

■その他

アルミニウム粉・赤外線反射顔料・光輝性マイカ・ガラスビーズ・蓄光・蛍光顔料など

４-② 塗膜になる成分 顔料

白系：酸化チタン

赤さび系：弁柄

黒：カーボンブラック

黄土色：オーカー 緑系：シアニングリーン

青系：シアニンブルー

無機顔料 有機顔料

○着色顔料○

４-② 塗膜になる成分 顔料

炭酸カルシウム タルク

亜鉛末リン酸亜鉛 シアナミド鉛

○防錆顔料○

○体質顔料○ ○その他○

アルミニウム（ﾍﾟｰｽﾄ）
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４-② 塗膜になる成分 樹脂
○樹脂○

樹の脂の通り、元は樹木の皮を傷つけた時に分泌される液が固
まったものの総称（松ヤニ、天然ゴムなど）。石油から合成したフェ
ノール樹脂が松ヤニのような匂いだったことから、化学的に合成し
たものを合成樹脂と呼ぶようになった。

アクリル板
ポリエチレン袋

ＰＥＴボトル ビニル傘

４-② 塗膜になる成分 樹脂

固形樹脂 樹脂溶液 合成樹脂エマルション

４-② 塗膜になる成分 樹脂

油脂類

●大豆油 ●サフラ
ワー油 ●亜麻仁油
●桐油 ●トール油
●ヤシ油 ●ひまし油

合成樹脂

●アルキド樹脂
●フェノール樹脂
●塩化ビニル樹脂
●アクリル樹脂
●エポキシ樹脂
●ポリウレタン樹脂
●ビニルブチラール樹脂
●アクリルシリコン樹脂
●ふっ素樹脂
●エチルシリケート
●シリコン樹脂
●メラミン樹脂
●ポリエステル

瀝青質

●コールタールピッチ
●膨潤炭
●アスファルト

天然樹脂

●ロジン ●コーパル
●セラック ●漆
●カシュー ●琥珀
●ダンマール

加工樹脂

●エステルガム
●クマロン樹脂
●石油樹脂

ゴム誘導体

●塩化ゴム
●環化ゴム

セルロース誘導体

●硝化綿
●アセチルセルロース

４-② 塗膜になる成分 樹脂

多価アルコールと多塩基酸を脱水反応させて合成する樹脂。

特徴

光沢があり、硬度の高い塗膜が得られるが、
強溶剤にしか溶解せず、刷毛、ローラー塗装
に不向き、焼付塗料に多い。

短油アルキド

短油性と長油性の中間の性質を有する。中油アルキド

油の量が多い。刷毛塗り、ローラー塗りに適
している。耐水性、耐薬品性に劣る。

長油アルキド

○アルキド樹脂○

４-② 塗膜になる成分 樹脂

アクリル酸を骨格としたモノマー
を重合した樹脂
耐水性、耐アルカリ性、耐候性、
保色性、透明性に優れ、水系の
エマルションタイプ、ラッカーのよ
うな常温タイプ、焼付タイプなど
広く使用されている。
モノマーの組み合わせや骨格に
組み込む元素を変えることで、性
能を変えることができる

アクリル樹脂

水酸基導入

アクリルポリオール樹脂
（2液形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗料主剤）

○アクリル樹脂○

４-② 塗膜になる成分 樹脂

左のようなポリウレタン結合を多数含む樹脂
あらかじめウレタン結合を有している樹脂だけ
でなく、下記のように硬化反応によるウレタン結
合を形成する樹脂もウレタン樹脂に分類される

○ウレタン樹脂○
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内容種類

ｱｸﾘﾙ樹脂がﾍﾞｰｽでｳﾚﾀﾝ結合を有するﾀｲﾌﾟｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ

１液形 ｱﾙｷﾄﾞ樹脂にｳﾚﾀﾝ変性を施したﾀｲﾌﾟｱﾙｷﾄﾞｳﾚﾀﾝ

ｲｿｼｱﾈｰﾄ樹脂で空気中の水と反応してｳﾚﾀﾝ結合がで
き硬化する

湿気硬化形

ｱｸﾘﾙﾎﾟﾘｰﾙ樹脂とｲｿｼｱﾈｰﾄ樹脂が反応してｳﾚﾀﾝ結合
を形成する

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ２液形

☆耐候性について☆
ｳﾚﾀﾝ樹脂の耐候性は、ｳﾚﾀﾝ結合の結合力とﾍﾞｰｽとなる樹脂によるところ

が大きい。2液形は結合力が強いため、1液形よりも一般的に耐候性はよい。1
液形は、ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝが最も良く、2液形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝにせまる耐候性あるが、ｱﾙｷﾄﾞ
ｳﾚﾀﾝは、ｱﾙｷﾄﾞ樹脂の耐候性ｱｸﾘﾙよりも劣ること、湿気硬化形は、ｳﾚﾀﾝ結合
以外の紫外線のｴﾈﾙｷﾞｰで容易に分解する結合もできるため劣る。

○ウレタン樹脂○

４-② 塗膜になる成分 樹脂

○シリコン樹脂○

アクリルをベースとしてシリコン（Ｓｉ）を導入したもので、
硬化触媒や湿気でシロキサン結合（－Ｏ－Ｓｉ－Ｏ－）を形成し硬化する。

①2液反応形
主剤のアクリルポリオール樹脂中にシロキサン結合が組み込まれ、
硬化はイソシアネート樹脂と反応させてウレタン結合を生成させて行う。
シリコンの含有量で耐候性が左右される。

②1液湿気硬化形
アクリル樹脂中の反応基が空気中の水分と反応してシロキサン結合を
生成して、硬化乾燥する。

③1液水性形（エマルション）

エマルション内部に架橋点を有し、水が揮発すると通常の融着の他に架橋
点が反応して

塗膜を形成する。一般的に自己架橋と言われているものの１種。

４-② 塗膜になる成分 樹脂

○ふっ素樹脂○
アクリルをベースとして末端部にふっ素（Ｆ）を導入した樹脂
結合エネルギーが高いため、耐候性に優れている。

特徴構造

アクリル樹脂をブレンドしたタイプ焼付が必要。アクリ
ル樹脂を含むため、耐候性が劣る。２Ｆ系

ふっ素の量は４Ｆ系よりも少ないが、ふっ素とエーテ
ルが交互に並び易い。３Ｆ系

ふっ素の量が3Ｆ系よりも多い。４Ｆ系

Ｆ

Ｃ Ｃ

Ｃｌ

ＣｌＦ

Ｆ

Ｃ Ｃ

Ｃｌ

ＦＦ

Ｆ

Ｃ Ｃ

Ｆ

ＦＦ

４-② 塗膜になる成分 樹脂

結合エネルギー〔kJ／mol〕結合

４１０Ｃ－Ｈ

３２１Ｃ－Ｏ

２６７Ｃ－Ｎ(ｳﾚﾀﾝ)

４４３Ｓｉ－Ｏ(ｼﾘｺﾝ)

４８４Ｃ－Ｆ(ふっ素）

○ふっ素樹脂○

４-② 塗膜になる成分 樹脂

○合成樹脂エマルション○
エマルションは、水系塗料で最も多く使用されている樹脂の形態

４-② 塗膜になる成分 樹脂

油

水

油

水

攪拌

攪拌直後

しばらく
静置

水

油

油

水

界面活性剤

乳化剤

混合

攪拌

攪拌後も安定化

油

また分離
してしまう

牛乳
エマルション樹脂

水

油

油

水

バター、マーガリン

４-② 塗膜になる成分 樹脂

○合成樹脂エマルション○
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４-② 塗膜になる成分 樹脂

○合成樹脂エマルション○

電子顕微鏡写真 2万倍 （液体窒素にて凍結させたもの）

添加剤
塗料や塗膜を安定させるため、使いやすくするため
機能を持たせるため加えるものの総称

役割

顔料の分散を助けるため加える。分散剤

塗料の製造時やローラー、刷毛などでの塗装時に発生する泡を消
すために加える。

消泡剤

塗料の粘度を調整（上げる）のため加える。増粘剤

水系塗料の腐敗防止のため加える。防腐剤

水系塗料のカビ防止及び塗膜のカビ防止のため加える。防カビ剤

塗膜に対する藻の繁殖防止のため加える。防藻剤

エマルション塗料で低温時の塗膜形成補助のため加える。造膜助剤

塗膜に柔軟性を持たせるため加える。（硬くなり過ぎると塗膜が割
れることがある）

可塑剤

４-③ 塗膜になる成分 添加剤

溶 剤 塗料（溶剤系塗料、水系塗料）を溶解させる成分

■有機溶剤・水 石油系混合溶剤・ミネラルスピリット・トルエン・キシレン・

MEK・MIBK・ブタノール・水など

化学構造による分類

脂肪族炭化水素類

芳香族炭化水素類

アルコール類

ケトン類

エステル類

エーテル類

グリコール類

極性による分類

極性溶剤

非極性溶剤

用途による分類

ラッカー用

ウレタン用

エポキシ用

フッ素用など

４-③ 塗膜にならない成分 溶剤

溶解
力

揮発ｽ
ﾋﾟｰﾄﾞ

主な用途主な溶剤分類

△遅い
弱溶剤系塗料用ｼﾝ
ﾅｰ

ﾍﾟｲﾝﾄｼﾝﾅｰ、ｴﾅﾒﾙ
ｼﾝﾅｰなど

脂肪族炭化水素類

〇速い強溶剤系主要溶剤ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝなど芳香族炭化水素類

△
非常に
速い

ﾗｯｶｰ系、ｴﾎﾟｷｼ樹
脂系

ﾒﾀﾉｰﾙ、IPA、ﾌﾞﾀﾉｰ
ﾙなど

アルコ－ル類

〇速いﾗｯｶｰ系ＭＩＢＫ、ＭＥＫなどケトン類

〇速い
ﾗｯｶｰ系、ｳﾚﾀﾝ樹
脂系

酢酸ｴﾁﾙ、酢酸ﾌﾞﾁ
ﾙなど

エステル類

△遅い
ﾗｯｶｰ類の
乾燥遅延など

ﾌﾞﾁｾﾛ、PM、PMAな
ど

エーテル類

△
揮発

しない
水系塗料の
凍結防止等

ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ、ﾌﾟﾛﾋﾟ
ﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ

グリコール類

○構造による分類○

４-③ 塗膜にならない成分 溶剤

非極性溶剤極性溶剤

脂肪族炭化水素類
芳香族炭化水素類

アルコール類（高分子）
エーテル類

グリコール類

アルコール類（低分子）
ケトン類

エステル類

誘電率が低い溶剤
油脂類、アルキド樹脂など極性が小さ
い樹脂の溶解に使用される。

高い誘電率を示す溶剤
メラミン樹脂、硝化綿ラッカーなど
極性の強い樹脂の溶解に用いる。ま
た、静電塗装シンナーにも使用される。

４-③ 塗膜にならない成分 溶剤

○極性による分類○

石油缶
通称一斗缶、一
斗（約１８Ｌ）入る

ガロン缶
１ガロン（約3.87L）
入る容器
石油缶は５ガロン缶
と言われていた

ペール缶
１８Ｌ又は２０Ｌ
入りの鋼鉄製の
缶

ドラム缶
２００Ｌ以上入る
鋼鉄製の缶

４-③ 容器
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５章
塗料・仕上塗材の硬化形態

・揮発乾燥 （ニス・ラッカー系）
・融着乾燥 （エマルション系，ＮＡＤ）
・融解冷却乾燥（加熱乾燥後） （トラフィックペイント）
・酸化乾燥 （合成樹脂調合ペイント，フタル酸樹脂系
ペイント）
・湿気硬化乾燥 （セメント系他）
・重合乾燥 （2液反応硬化タイプ）
・電子線重合乾燥 （ＥＢ硬化）
・光重合乾燥 （ＵＶ硬化）

常温乾燥

・加熱重合乾燥 （一般焼付塗料、粉体塗料など）焼付乾燥

○塗料・仕上塗材の主な乾燥硬化機構○

５-① 塗料・仕上塗材の硬化形態

①揮発乾燥

溶剤が揮発して塗膜を形成し硬化する。
ニス、ラッカー系塗料の硬化機構

５-① 塗料・仕上塗材の硬化形態

塗装直後 乾燥中 乾燥後

②融着乾燥

水もしくは溶剤が揮発すると樹脂同士が融着し塗膜を形成する。
エマルション系、ＮＡＤ（非水分散形）塗料・塗材の硬化機構

５-① 塗料・仕上塗材の硬化形態

塗装直後 乾燥中 乾燥後

合成樹脂エマルションの場合

②融着乾燥

５-① 塗料・仕上塗材の硬化形態

塗装直後 乾燥中 乾燥後

ＮＡＤ（非水分散形）塗料の場合

③融着冷却乾燥

基材 基材

ペレット状のものを
加熱して溶解する

溶解した塗料を冷えて
固まる前に塗装する

塗料が自然空冷し
て硬化

加熱して溶解させ、冷える前に塗装する。冷却されると融着して
硬化する。トラフィックペイント（道路ライン）塗料の硬化機構

５-① 塗料・仕上塗材の硬化形態



2026/6/15

12

④酸化重合乾燥

溶剤が揮発すると空気中の酸素を取り込み重合して塗膜を形成
する。合成樹脂調合ペイント，フタル酸樹脂系塗料の硬化機構

５-① 塗料・仕上塗材の硬化形態

塗装直後 乾燥中 乾燥後

⑤湿気硬化乾燥

溶剤が揮発すると空気中の水分（湿気）と反応して塗膜を形成
する。セメント系塗材、1液形ウレタン樹脂系、1液形シリコン樹脂
系塗料等の硬化機構

５-① 塗料・仕上塗材の硬化形態

塗装直後 乾燥中 乾燥後

⑥重合硬化乾燥

使用時に液同士を混合する2液形塗料の硬化機構。常温で反応
するため、使用時に使用する分だけ混合する。
2液形ウレタン樹脂塗料、2液形エポキシ樹脂塗料等

５-① 塗料・仕上塗材の硬化形態

塗装直後 乾燥中 乾燥後

⑦電子線重合硬化
⑧光重合乾燥

塗装後に電子線や紫外線を照射すると重合反応開始し、硬化す
る使用時に液同士を混合する2液形塗料の硬化機構。常温で反
応するため、使用時に使用する分だけ混合する。
2液形ウレタン樹脂塗料、2液形エポキシ樹脂塗料等

５-① 塗料・仕上塗材の硬化形態

塗装直後

電子線もしくは紫外線

乾燥後

⑨加熱重合乾燥

塗装後に温度をかけることで、重合反応を開始する。常温では
反応せず、指定された温度と指定された時間キープしなければ
ならない。
アルキドメラミン塗料

５-① 塗料・仕上塗材の硬化形態

塗装直後 乾燥中 乾燥後

第1部「材料編」 ①

• 仕上塗材の定義（１章）

• 用途（３章）

• 硬化形態（５章）

• 役割（２章）

• 構成（４章）

について説明いたしました。

ご清聴頂き

ありがとうございました。

ご清聴頂き

ありがとうございました。


